
激動する世界
●世界の中で成⻑するアジア
●近隣諸国との関係の複雑化･多様化
我が国の置かれている状況
●我が国の経済再生への動き
・株高、円安傾向
・景気動向「緩やかに回復している」

（H25.10 ⽇本銀⾏⾦融政策決定会合）
・⽇本再興戦略(H25.6.14閣議決定）

●国・地方財政の悪化
●災害リスク･防災意識の高まり

本道の強みを活かす“新たな産業群”の創造

地域の絆と知恵を活かす”安全・安心社会”の実現
●暮らしを守る安全社会づくり
・総合的な地域防災⼒の強化 ・犯罪等防止対策の推進

●⼈⼝減少・⾼齢化を⾒据えた安心社会づくり
・創意と工夫を活かした地域づくり ・地域医療の確保
・子どもを生み育てやすい環境づくり ・地域交通ﾈｯﾄﾜｰｸの充実
・高齢者、障がい者の安心確保

●心を育む豊かな暮らしづくり
・学びの環境づくり ・ｽﾎﾟｰﾂ王国北海道 ・アイヌ文化の振興
・縄文文化の発信

豊かな自然を活かす“環境先進地”づくり
●低炭素・循環型社会の構築
・地球温暖化防止対策の推進
・森林資源の循環利⽤
・エネルギーの地産地消の推進

●自然共生社会の構築
・水資源の保全
・多様な生態系の保全
・ｴｿﾞｼｶや海獣による被害防止対策の推進

平成26年度 政策検討の基本方針

多様な政策手法の活用
・国、⺠間企業等との連携・協働
・庁内資源の有効活⽤

地域の視点の反映
・地域や振興局からの意⾒・提案の
反映

政 策 検 討 の 視 点

我が国を取り巻く情勢

●食クラスター活動の着実な進展（フード特区による新たな北海道⾷品機能性表⽰制度の開始）
●道産品のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ⼒向上（北海道⽶の道内⾷率90%達成、ﾎﾀﾃの水産ｴｺﾗﾍﾞﾙ［MSC認証］の取得）
●ｱｼﾞｱを中心とした外国⼈観光客の増加（ﾊﾞﾝｺｸ、台北、ﾎﾉﾙﾙなど新たな国際航空路線の開設）
●近づく北海道新幹線開業と札幌延伸の認可･着⼯
●ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ拠点形成に向けた企業誘致活動の進展（道外からの本社機能の移転､ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰの進出）
●再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの導入の拡大（ﾊﾞｲｵﾏｽ都市構想の推進［下川町・別海町・十勝19市町村］）
●環境保全の取組の進展（生物多様性保全条例制定･水資源保全条例に基づく保全地域の指定）
●救急医療の充実に向けた取組の進展（ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘの導入［道央､道北､道東に加え､道南への検討］）

●⾷、自然、観光などの強みを最大限に活かすとともに、
アジア・ロシア極東などの海外成⻑⼒を取り込み、活⼒ある北海道経済を実現

●⼈と自然とが共生する環境の保全と、豊かな自然環境やエネルギー資源を持続的に活⽤する循環型社会を実現
●人口減少や高齢化の進⾏を踏まえ、誰もが安全･安心な暮らしを実感できる地域社会を実現

政策の重点化・集中化
・施策評価結果の適切な反映
・タスクフォースの方向性の反映

北海道のめざすべき⽅向北海道のめざすべき⽅向

●食の総合産業化の
推進

・⾷ｸﾗｽﾀｰ活動の加速化

・⾷の安全･安心の確保

●農林⽔産業の
競争⼒強化

・⽇本の⾷を支える
生産⼒の強化

・付加価値の創出と
６次産業化の推進

●健康関連産業の育成
・健康科学･医療融合拠点

機能の強化

・機能性素材を活⽤した
⾷品等の研究開発･事業化

「食産業⽴国」の推進

●環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ産業の
育成・振興

・地域の特性を活かした
環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ産業の育成

●北海道観光のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ⼒と
地域連携の強化

・満⾜度の高い観光地づくり
・海外観光客の受入体制の充実
●”ｸｰﾙ･HOKKAIDO”の推進
・本道の多彩な魅⼒を活かした

海外ビジネス展開
●アジア･ロシア極東などの

海外との交流拡大
・物流・人流の拡大
・経済交流の拡大
●北海道新幹線

開業効果の全道への波及
・新幹線開業“ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ”

に向けた取組の推進

ﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ産業の創造

ｴﾈﾙｷﾞｰﾌﾛﾝﾄﾗﾝﾅｰ

”北海道価値”の新たな展開
●地域を⽀える産業⼒

強化と雇用の確保
・ものづくり産業、

中小企業の支援
・地域を担う人材の

育成と雇⽤の確保

●多様なﾈｯﾄﾜｰｸの強化
・空港など交通拠点の

機能強化

●“ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ拠点”
北海道の形成

・本社機能の移転や
⾷料･ｴﾈﾙｷﾞｰの安定
供給などへの支援

基本的考え⽅基本的考え⽅ ●「北海道のめざすべき方向」に向けて、
国の経済再生への取組も活⽤し、地域の資源や特性を踏まえた政策を効果的に展開

経済経済

環境環境 暮らし暮らし

⽀える基盤づくり

重 点 的 に 取 り 組 む 政 策

未来につながる新たな動き

●高い⾷料供給⼒
●豊かな自然などの恵まれた環境
●⾷・自然など多彩な観光資源
●世界につながる地理的優位性
●ﾊﾞｲｵなどの科学技術の蓄積
●再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの高いﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ

本道の
『優位性』

本道の景気動向
●「緩やかに回復しつつある」

（H25.10 ⽇本銀⾏札幌支店）

社会経済構造の変化
●減少する道内総生産
●急速に進⾏する人口減少・少子高齢化
●厳しさの続く道財政

直面する課題
●地域経済への影響が懸念されるTPP問題
●総合的な防災対策
●地域医療提供体制の確⽴
●北海道新幹線開業効果の全道への波及
●エゾシカや海獣による農林水産業被害対策
●電⼒安定供給
●北方領⼟問題の早期解決 など

本道の置かれている状況


